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航式 electrical resistivity tomography (ERT)データ逆解析法と三次元 controlled source electromagnetic 
(CSEM)データ逆解析法を用いた海底下浅部から深部まで網羅できる比抵抗構造イメージング技術を
開発し，海底熱水鉱床の分布を明らかにする。 













第三章では，二次元曳航式 ERT データ逆解析法と三次元 CSEMデータ逆解析法について述べた。両
逆解析法ともに，安定して海底下比抵抗構造を推定できる Occam アルゴリズムを採用した。二次元
ERTデータ逆解析では，モデルを更新する際に解くべき線形システムのサイズが，M × M（M はモ
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デルパラメータ数）である従来のモデルスペース法を用いた。一方，三次元 CSEM データ逆解析法
では，モデルパラメータ数が，データ数に比べて格段に多い。そこで，データスペース法を逆解析に
適用することで，解くべき線形システムのサイズを N × N（N はデータ数）に変換した。その結果，
従来の Occam アルゴリズムに比べて計算量を大幅に削減できた。仮想データを用いた数値実験によ
り，二次元曳航式 ERT データ逆解析法の海底下比抵抗構造の可視化能力を評価した。その結果，曳
















































が向上したとともに，鉱床が海底下直下のストック状構造と 40 m 深度付近の層状構造
の 2 つからなることを見出し，前者は熱水の海底への噴出，後者はキャップロック下の
熱水の沸騰や海水混合に起因すると解釈できた。  















ものと認める。また，平成 2 年 2 月 19 日，論文内容とそれに関連した事項について試
問を行い，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認
めた。  
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 なお，本論文は，京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し，公表に
際しては，全文公表日までの間，当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとす
ることを認める。  
 
